
ハワイ沖決戦

草加

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ハ
ワ
イ
沖
決
戦

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
３
１
３
Ｖ

【
作
者
名
】

　
草
加

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
作
品
は
、
作
者
が
現
在
連
載
中
の
『
新
し
い
大
日
本
帝
国
史
』
箸
休
め

的
作
品
で
、
同
時
に
戦
闘
描
写
の
習
作
で
も
あ
り
ま
す
。

亀
ど
こ
ろ
か
ナ
マ
ケ
モ
ノ
並
み
の
更
新
速
度
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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一
部

昭
和
２
０
年
２
月

ハ
ワ
イ
航
空
隊
に
所
属
す
る
宮
越
は
二
式
大
艇
を
繰
り
な
が
ら
海
上
に
白
い
筋

を
見
つ
け
た
。

「
二
時
の
方
向
、
ウ
ェ
ー
キ
ー
確
認
、
本
土
か
ら
の
輸
送
船
団
で
し
ょ
う
か
？
」

「
バ
カ
、
こ
こ
は
ハ
ワ
イ
東
方
海
域
だ
ぞ
？
潜
水
艦
か
鯨
だ
」

正
操
縦
士
の
葛
原
は
握
り
飯
を
頬
張
り
な
が
ら
二
時
の
方
向
を
み
る
。

「
ん
？
」

雲
に
隠
れ
て
う
ま
く
見
え
な
い
が
や
け
に
航
跡
が
デ
カ
い
、
少
な
く
と
も
鯨
や

潜
水
艦
で
は
な
い
。

「
…
…
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
っ
て
言
う
が
…
ま
さ
か
な
」

葛
原
は
一
年
前
と
５
ヶ
月
前
に
あ
っ
た
と
あ
る
出
来
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
呟

く
。

「
お
い
、
一
応
電
文
打
て
る
よ
う
に
し
と
け
、
低
空
で
目
視
確
認
す
る
」

「
了
解
」

宮
越
か
ら
管
制
を
渡
さ
れ
た
葛
原
は
螺
旋
状
に
降
下
し
な
?
が
ら
舞
い
降
り
る
。

「
う
お
！
」
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雲
を
突
き
抜
け
た
先
に
待
っ
て
い
た
の
は
航
跡
航
跡
航
跡
、
航
跡
の
群
れ
だ
っ

た
。

「
ひ
ぃ
ふ
ぅ
み
ぃ
よ
…
…
す
げ
ぇ
、
空
母
だ
け
で
６
隻
は
居
や
が
る
」

「
戦
艦
も
８
隻
、
見
た
こ
と
な
い
の
も
あ
り
ま
す
」

「
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
に
至
っ
て
は
数
え
る
気
に
も
な
ら
ん
な
」

葛
原
は
た
め
息
を
つ
く
と
後
ろ
の
通
信
員
に
怒
鳴
る
。

「
電
文
、
打
ち
終
わ
っ
た
か
！
」

「
待
っ
て
下
さ
い
、
も
う
少
し
…
…
」

「
十
時
上
方
に
敵
機
！
」

二
式
大
艇
を
補
則
し
た
Ｆ
６
Ｆ
二
機
が
急
降
下
し
て
く
る
。

「
機
銃
座
は
応
戦
！
宮
越
ぃ
！
あ
れ
、
使
え
る
か
！
？
」

「
起
動
に
一
分
か
か
り
ま
す
！
」

「
遅
い
！
三
十
秒
だ
！
」

「
了
解
！
」

機
銃
座
は
必
死
に
応
戦
し
、
Ｆ
６
Ｆ
を
な
か
な
か
近
づ
け
な
い
。
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「
機
長
！
準
備
完
了
し
ま
?
し
た
！
」

「
よ
し
、
点
火
し
ろ
！
」

「
了
解
、
点
火
し
ま
す
！
」

ゴ
ゥ

二
式
大
艇
の
主
翼
の
四
カ
所
か
ら
火
が
噴
く
。

Ｆ
６
Ｆ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
は
、
し
て
や
っ
た
り
と
思
っ
た
が
ど
う
も
様
子
が
お

か
し
い
。

な
ぜ
か
、
速
度
が
落
ち
な
い
の
だ
、
む
し
ろ
早
く
な
っ
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。

「
宮
越
、
こ
っ
ち
は
任
せ
て
予
備
銃
座
に
行
け
、
ロ
ケ
ッ
ト
推
進
が
使
え
る
間

に
引
き
剥
が
し
た
い
」

実
は
こ
の
機
体
、
緊
急
離
脱
用
に
４
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
束
ね
た
ブ
ー
ス
タ
ー
を

４
基
、
主
翼
に
装
着
し
た
改
良
型
な
の
だ
。

こ
れ
に
よ
り
約
五
分
間
、
最
高
速
度
を
さ
ら
に
１
０
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
上
昇
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

「
了
解
、
機
体
を
頼
み
ま
す
」

「
任
せ
ろ
」

宮
越
が
予
備
銃
座
に
入
り
射
撃
を
開
始
す
る
と
、
こ
り
ゃ
た
ま
ら
ん
と
ば
か
り

に
Ｆ
６
Ｆ
も
距
離
を
取
る
。

少
し
の
間
追
尾
し
て
き
た
?
が
、
艦
隊
か
ら
離
れ
る
の
は
マ
ズ
い
と
判
断
し
た

の
か
、
反
転
し
て
い
っ
た
。
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「
敵
機
、
反
転
し
ま
し
た
」

「
そ
う
か
」

操
縦
桿
を
握
っ
て
い
た
葛
原
は
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

い
や
、
こ
の
機
に
乗
っ
て
い
る
乗
員
全
員
が
同
じ
よ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、

意
気
揚
々
と
帰
還
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
な
に
？
大
艦
隊
が
接
近
中
だ
と
？
」

オ
ワ
フ
の
司
令
部
で
会
議
を
し
て
い
た
山
口
多
聞
第
一
航
空
艦
隊
司
令
長
官
は
、

突
然
飛
び
込
ん
で
き
た
通
信
兵
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
た
。

「
規
模
は
？
」

「
は
！
空
母
６
、
戦
艦
８
、
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
多
数
、
輸
送
船
団
を
帯
同
し
て

い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
！
」

通
信
兵
は
そ
れ
と
、
と
前
置
き
を
し
て
、

「
戦
艦
の
内
、
４
隻
は
新
型
艦
の
可
能
性
大
、
と
も
報
告
が
」

「
わ
か
っ
た
、
直
ぐ
に
旗
艦
に
戻
る
」

さ
て
、
?
こ
こ
で
何
故
山
口
多
聞
が
居
る
の
か
説
明
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
ず
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程
か
ら
…
…
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第
一
次
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
置
い
て
、
空
母
三
隻
が
急
降
下
に
よ
る
爆
撃
を

受
け
被
弾
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
空
母
は
皆
、
既
に
攻
撃
隊
が
発
艦
し
た
後
だ
っ
た
の
だ
。

空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
攻
撃
隊
が
発
艦
作
業
に
手
間
取
っ
た
た
め
、
１
０

分
間
と
い
う
空
白
が
出
来
た
。

第
一
航
空
艦
隊
は
そ
の
間
に
攻
撃
隊
の
発
艦
を
終
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

赤
城
と
加
賀
は
被
弾
し
た
も
の
の
戦
闘
航
海
に
は
支
障
は
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
蒼
龍
は
弾
薬
庫
に
格
納
途
中
だ
っ
た
爆
弾
、
魚
雷
が
誘
爆
を
起
こ
し

弾
薬
庫
に
引
火
、
爆
沈
し
て
し
ま
っ
た
。

飛
龍
は
言
わ
ず
も
が
な
、
ス
コ
ー
ル
に
隠
れ
て
無
事
だ
っ
た
。

空
母
よ
り
発
艦
し
た
攻
撃
隊
は
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ホ
ー
ネ
ッ
ト
を
擁
す
る

Ｔ
Ｆ
１
?
６
に
集
中
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
魚
雷
３
、
爆
弾
２
を
命
中
さ
せ

大
破
、
ホ
ー
ネ
ッ
ト
に
魚
雷
５
を
命
中
さ
せ
撃
沈
と
い
う
斯
々
た
る
戦
果
を
挙

げ
た
。

更
に
、
夜
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
潜
水
艦
の
雷
撃
に
よ
り
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
を
撃
沈
、

米
軍
の
太
平
洋
に
置
け
る
稼
働
空
母
は
皆
無
と
な
っ
た
。

攻
撃
隊
を
甲
板
を
養
生
し
た
赤
城
、
無
傷
の
飛
龍
に
収
容
し
た
第
一
航
空
艦
隊

は
、
本
土
に
反
転
し
た
。

収
容
し
た
機
体
が
多
す
ぎ
て
発
艦
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
Ｍ
Ｉ
作
戦
は
中
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
Ｍ
Ｏ
作
戦
の
再
度
決
行
が
決
定

し
た
。

幸
い
、
飛
龍
は
航
空
隊
の
再
編
成
で
出
撃
可
能
な
上
、
赤
城
、
加
賀
は
早
期
復

帰
と
な
り
そ
う
だ
か
ら
だ
。

昭
和
１
７
年
８
月
２
０
日

大
幅
に
強
化
さ
れ
た
Ｍ
Ｏ
機
動
部
隊
は
、

飛
龍
、
瑞
鳳
、
翔
鶴
、
瑞
鶴
の
機
動
部
隊
本
隊

隼
鷹
、
龍
譲
の
護
衛
部
隊

金
剛
?
型
四
隻
主
軸
の
前
衛
部
隊

に
分
か
れ
て
一
路
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
を
目
指
す
。

こ
れ
に
対
し
て
米
は
、
基
地
航
空
隊
で
反
撃
を
お
こ
な
っ
た
。
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一
応
、
サ
ラ
ト
ガ
、
ワ
ス
プ
が
生
き
残
っ
て
は
い
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は

戦
力
の
保
全
を
優
先
し
た
。

い
や
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
出
撃
は
し
た
が
、
陣
容
が
判
明
し
た
瞬
間
に
回

れ
右
し
た
の
だ
。

６
対
２
で
あ
る
、
小
型
空
母
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
は
い
え
勝
て
る
訳
が
な
い
。

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
は
機
動
部
隊
本
隊
の
空
襲
と
金
剛
型
の
艦
砲
射
撃
に
よ
る

援
護
の
元
で
上
陸
し
た
一
個
師
団
、
応
久
し
て
ス
タ
ン
レ
ー
山
脈
を
突
破
し
た

二
個
師
団
に
よ
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
制
圧
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｆ
は
次
の
目
標
に
再
び
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
を
指
定
し
た
。

昭
和
１
８
年
３
月
１
２
日
、
全
て
の
艦
の
修
理
、
改
装
が
完
了
し
た
翌
月
、
満

を
辞
し
て
第
二
次
Ｍ
Ｉ
作
戦
が
発
令
さ
れ
た
。

こ
れ
が
第
二
次
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
あ
る
。

日
本
は
戦
艦
８
、
空
母
１
０
と
い
う
戦
力
を
投
入
、
こ
れ
に
対
し
て
米
は
新
鋭

の
エ
セ
ッ
ク
ス
級
２
、
修
理
が
完
了
し
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ワ
ス
プ
、
サ

ラ
ト
ガ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
級
５
を
投
入
し
た
。

最
終
的
に
日
本
側
は
瑞
鳳
、
龍
譲
を
失
い
、
飛
鷹
が
大
破
、
大
和
と
陸
奥
が
小

破
し
た
。

対
し
て
米
は
ワ
ス
プ
と
サ
ラ
ト
ガ
、
更
に
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
?
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

を
失
い
、
損
傷
艦
が
山
ほ
ど
出
た
。

な
か
で
も
悲
惨
な
の
は
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
拿
捕
さ
れ
た
事
だ
。

米
戦
艦
部
隊
が
闇
夜
に
乗
じ
て
前
衛
部
隊
に
夜
襲
を
仕
掛
け
、
救
援
の
た
め
別

方
向
か
ら
進
撃
し
て
い
た
第
一
航
空
艦
隊
の
砲
戦
部
隊
が
偶
然
拿
捕
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

た
だ
、
輸
送
船
団
の
三
分
の
一
を
沈
め
た
事
は
戦
略
的
見
れ
ば
評
価
で
き
る
。

結
局
は
占
領
を
許
し
た
が
、
陸
軍
部
隊
に
か
な
り
の
消
耗
を
敷
い
た
。

昭
和
１
８
年
８
月
２
５
日
、
遂
に
ハ
ワ
イ
攻
略
作
戦
が
発
令
さ
れ
る
。

日
本
側
は
戦
艦
全
て
、
空
母
も
南
方
に
残
し
た
龍
鳳
と
護
衛
空
母
以
外
を
全
て

投
入
、
陸
軍
も
精
鋭
四
個
師
団
を
参
加
さ
せ
た
。

更
に
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
陸
海
軍
合
同
の
特
別
航
空
隊
２
５
０
機
が
展
開
し
、
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常
に
ハ
ワ
イ
に
対
し
て
空
爆
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
エ
セ
ッ
ク
ス
級
が
五
隻
は
稼
働
状
態
に
あ
り
、
更
に
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
級
が
四
隻
戦
力
化
さ
れ
、
戦
艦
も
全
て
修
理
が
完
了
し
て
い

た
。

米
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
級
４
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
級
４
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
級
４
、
基
地
航
空
隊
２
０
０
機
、
陸
軍
三
個
師
団
で
防
衛
体
制
を
整
え
た
。

た
だ
し
、
航
空
戦
力
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
展
開
し
て
い
た
陸
海
軍
合
同
航
空
隊

で
既
に
か
な
り
の
被
害
を
受
け
て
い
た
、
残
る
は
ほ
ぼ
旧
式
機
で
、
と
て
も
で

は
な
い
が
戦
力
と
し
て
換
算
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

日
本
側
は
金
剛
型
を
除
く
戦
艦
全
て
、
隼
鷹
型
、
鳳
翔
で
編
成
さ
れ
た
前
衛
部
隊

金
剛
型
、
翔
鶴
型
、
赤
城
、
加
賀
、
飛
龍
、
竣
工
後
１
ヶ
月
で
参
加
し
た
千
歳

型
（
戦
況
が
逼
迫
せ
ず
、
資
材
不
足
が
無
か
っ
た
の
で
予
定
道
理
竣
工
）
、
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
改
装
し
た
峰
龍
の
機
動
部
隊

の
二
手
に
別
れ
て
、
北
方
海
域
よ
り
侵
入
し
た
。

詳
細
は
省
く
が
、
結
果
的
に
歴
戦
の
空
母
飛
龍
が
沈
み
、
翔
鶴
が
大
破
、
さ
ら

に
戦
艦
は
山
城
が
沈
み
伊
勢
が
大
破
し
た
。

母
艦
航
空
隊
も
無
視
で
き
な
い
損
害
を
受
け
た
。

一
方
、
米
は
カ
ン
ビ
ア
ベ
イ
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
が
沈
ん
だ
。

さ
ら
に
エ
セ
ッ
ク
ス
が
沈
没
寸
前
の
被
害
を
受
け
た
が
、
持
ち
前
の
ダ
メ
コ
ン

技
術
で
な
ん
と
か
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ま
で
持
っ
て
い
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
ほ
か
の
艦
も
と
て
も
戦
闘
航
海
に
耐
え
き
れ
な
い
。

も
は
や
ハ
ワ
イ
か
ら
撤
退
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

戦
艦
１
０
隻
の
援
護
の
元
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
強
襲
上
陸
し
た
陸
軍
部
隊
は

あ
っ
と
い
う
間
に
橋
頭
堡
を
確
保
、
住
民
の
反
発
に
よ
り
市
街
地
戦
を
放
棄
し

た
米
軍
を
追
撃
し
た
。

オ
ワ
フ
の
攻
略
に
は
半
月
か
か
っ
た
。

そ
の
間
も
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
か
ら
の
航
空
支
援
、
グ
ェ
ゼ
リ
ン
で
補
給
し
た
戦
艦

群
の
他
島
砲
撃
が
続
い
た
。

オ
ワ
フ
攻
略
後
は
他
島
の
攻
略
に
乗
り
出
し
、
そ
の
間
に
真
珠
湾
の
復
興
作
業
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が
始
め
ら
れ
た
。

こ
と
に
、
重
油
タ
ン
ク
が
残
っ
て
い
た
の
は
暁
光
だ
、
さ
ら
に
酷
く
痛
め
つ
け

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
湾
口
設
備
、
湾
内
で
拿
捕
さ
れ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
、
ア
ラ
バ
マ
、
他
の
旧
式
戦
艦
群
、
数
隻
の
護
衛
空
母
に
か
ん
し
て
も
、
数

ヶ
月
の
復
旧
作
業
で
使
用
可
能
で
あ
っ
た
。

結
果
、
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
を
上
回
る
根
拠
地
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ド
ッ
グ

を
利
用
し
て
艦
艇
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
可
能
、
本
土
と
結
ぶ
シ
ー
レ
ー
ン
は
常

に
対
潜
部
隊
が
哨
戒
し
、
船
団
も
護
衛
空
母
が
必
ず
随
伴
す
る
な
ど
、
ま
さ
に

海
軍
の
最
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

山
口
多
聞
中
将
は
、
Ｍ
Ｏ
作
戦
時
、
飛
龍
に
座
乗
し
、
第
二
次
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
に
置
い
て
前
衛
空
母
部
隊
の
指
揮
官
を
担
当
、
ハ
ワ
イ
攻
略
作
戦
は
機
動

部
隊
を
率
い
、
勝
利
を
手
に
し
て
い
た
。

現
在
は
第
一
航
空
艦
隊
司
令
長
官
と
ハ
ワ
イ
陸
海
軍
合
同
司
令
部
副
司
令
を
兼

任
し
て
い
る
。

「
動
け
る
艦
は
？
」

山
口
は
第
三
艦
隊
旗
艦
、
翔
鶴
に
集
ま
る
参
謀
達
と
共
に
今
後
の
対
応
策
を
考

え
る
た
め
に
、
駆
け
足
で
長
官
艇
に
向
か
い
な
が
ら
問
い
か
け
る
。

「
空
母
は
赤
城
、
翔
鶴
型
、
雲
龍
型
２
、
大
鳳
、
隼
鷹
型
の
８
隻
、
そ
れ
と
信

濃
も
後
三
時
間
程
度
で
出
撃
可
能
に
な
り
ま
す
。

戦
艦
は
金
剛
、
榛
名
、
甲
斐
、
駿
河
（
旧
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ア
ラ
バ
マ
）

で
す
。
大
和
、
武
蔵
、
峰
龍
は
現
在
本
土
で
の
修
理
、
整
備
を
終
え
、
グ
ェ
ゼ

リ
ン
を
通
過
し
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

水
雷
戦
隊
は
第
二
水
戦
が
対
潜
任
務
の
為
に
出
撃
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
か
ら
今
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す
ぐ
動
け
ま
す
」

「
よ
し
、
ハ
ワ
イ
全
域
に
警
鐘
を
出
せ
。

全
艦
出
港
、
信
濃
は
燃
料
と
弾
薬
の
補
給
が
完
了
し
次
第
一
航
艦
と
合
流
す
る

よ
う
伝
え
ろ
」

「
了
解
」

通
信
兵
は
近
く
の
通
信
所
に
駆
け
て
い
く
。

山
口
は
長
官
艇
に
飛
び
乗
っ
た
。

（
し
か
し
何
故
こ
の
時
期
に
…
…
）

米
海
軍
は
一
年
間
に
及
ぶ
ハ
ワ
イ
奪
還
作
戦
が
頓
挫
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
で

の
苦
戦
も
あ
っ
て
民
衆
の
厭
戦
気
分
が
高
ま
り
、
外
務
省
に
よ
る
和
平
交
渉
が

始
ま
ろ
う
と
す
る
頃
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ハ
ワ
イ
奪
還
作
戦
に
置
い
て
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
二
度
の
決

戦
で
空
母
６
隻
、
戦
艦
２
隻
、
小
艦
艇
多
数
を
失
い
、
戦
力
が
だ
い
ぶ
減
っ
て

い
る
は
ず
。

勿
論
こ
ち
ら
も
加
賀
と
龍
鳳
を
失
っ
た
。

し
か
し
、
米
は
ど
う
や
ら
最
新
鋭
の
艦
艇
を
多
数
戦
力
化
し
た
よ
う
だ
。

（
戦
艦
戦
力
は
劣
勢
、
し
か
し
航
空
戦
力
に
お
い
て
は
優
勢
、
た
だ
敵
艦
隊
が

こ
れ
一
つ
と
は
思
え
な
い
、
ど
こ
か
に
攻
略
部
隊
と
支
援
部
隊
が
居
る
は
ず
）



11

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ハワイ沖決戦
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